
“人財”として成長する土台を学ぶ

笑顔でイキイキ、自信を持って働く人財の基礎をつくります

この勉強会の３つの特徴

日本流の社会人として

の“あり方”を学ぶ

喜びをつくる

振る舞いを学ぶ
日本の組織の中での和を中心とし

た社会人としての考え方を学ぶ。

貢献できる人を

目指す
組織の中で仲間、お客様に貢献で

きる人財の考え方と行動を学ぶ。

開催日時

会場

2026

会場：東京都内

年９月 日２８ (月)
14:00〜16:30

全５回 (ZOOM開催3回、会場開催2回)

参加費 77,000

15

円

定員

(税込)

名様限定

成長を期待する
新人＆若手社員

※定員に達し次第、締め切らせていただきます。

〒980 -0811 宮城県仙台市青葉区一番町一丁目2-25 仙台NSビル8F
TEL： 022 -722 -2007 （平日 9:00 ～17:30 ） FAX： 022 -722 -1770

URL： https://syw.jp/ 担当：玉虫祥子

株式会社
Ｓ・Ｙワークス

ｽﾀｰﾄ

【STEP2 成長編】

こんな人に
オススメ

若手教育担当者

はじめて部下を
持ったリーダー

新人育成を担当する
2～3年目若手社員

社会人として良い人間関係性をつく

るための言葉・表情・動作を学ぶ。

表千家の茶の湯から「和の心」 を学び、

S・ Yワークスで 16年間「佐藤流の人財育成論」 を

受けてきた私が、日本人としてこれからの時代に

必要な「人財の基礎」をお伝えします。

15名様

まで

人数限定

表千家飾物五箇条

表千家習事八箇条

取得

応援され

成長する人になる

ための勉強会
― テーマ －

日本人らしさを育む
最終回

佐藤芳直登壇



-

「人財」になるまでのプロセス

①小人…閉じた個 ※自分だけの世界

②人 …自我が生まれる ※自分と他人を分ける

③人間…普通になる＝折り合うことができる

④人材…自発が生まれる

⑤人財…受容力が生まれる ※＝唯一性×非代替性

⑥人物…生き方を示す

本勉強会は、「人財の土台」となる

「日本人」としての考え方、振る舞いを学んで頂きます

「折り合う力」を構成する要素

①表情力…表情一つも誰かの喜びを創ることに繋がる。気分の
浮き沈みに左右されることなく、良い表情でいられる力。

②言葉力…言葉は誰かを喜ばせるために紡ぐもの。そのために
は社会人としての基本の言葉遣いを身に付けること、喜びをつく
るための言葉を知り、伝える力を身に付ける。

③立ち居振る舞い力…振る舞いは相手への敬意を表すもの。社
会で人と接する上での立ち居振る舞い方、所作を身に付けること
で心地よい人間関係を育むことができる。

④感謝の力…感謝に気付くから、謙虚な姿勢や相手を大切に思
う気持ちが沸き上がる。日常過ごす中で誰かにしていただいてい
る感謝すべきことに気付き伝える力。

⑤気づく力…行動は、気づきから生まれる。気づく範囲を広げ、
気づく視座を高めることが成長である。日常の中で発揮できる
「気づき力」を磨く。

⑥察する×気遣う力…目の前の相手に対して、心を向け、目に
見える表情や行動から相手の様子を察し、気遣った行動がとれ
る力。

日本人らしい、「相手を思いやる考え方」と「心を表現する振る舞い」を実践

人財をつくる土台 人財への確かな土台をつくるのが、

この勉強会です。



【人財へのSTEP1 土台づくり】

①小人…閉じた個 ※自分だけの世界

②人 …自我が生まれる ※自分と他人を分ける

③人間…普通になる＝折り合うことができる

④人材…自発が生まれる

⑤人財…受容力が生まれる ※＝唯一性×非代替性

⑥人物…生き方を示す

企業教育の第一STEPは、

「人間」としての考え方、振る舞いを身に付けることに力を注ぐ

本勉強会では「人間」としての基礎「折り合う力」を学んで頂きます

本勉強会の目的

今いる組織は、先輩たちが創り上げてきた場であることを認識し、

自らの思考や行動を、組織の思考と行動に合わせ表現できる人

折り合う人間とは

「折り合う」ができていない人とはこんな人 …

●自分の主張を繰り返し、他者の意見を受け入れようとしない

●仕事中、自分の気持ちを表情や態度に出してしまい周りに気を使わせてしまう

●相手の意見ばかり受け入れて、自分の考えを発信しない

●悪気はないようだが、周りがひやひやしてしまう振る舞いが日常的に見受けられる

(メモを取らないで指示を聞く、先輩への言葉遣いがカジュアル等）

●叱られると自分の殻に閉じこもり、拗ねてしまう

●情緒が安定せず、周りに迷惑をかけてしまうころがたびたびある 等

こんな人を
育てます

閉じた個からの脱出！誰かがあっての自分を理解する

自分の感情にとらわれることや、自分の考えや本能のままに主張することは周りに

迷惑がかかることであることを認識し、誰かのことを意識し行動できることを目指し

ていきます。

→

（社会で生きていくために必要な全ての動作の基礎）

Ⅰ

※

人財への S T E P 1 土台づくりで学ぶこと

他者の評価が

本当の自分の姿

今いる環境は

誰かが創り上げて

くれたもの
今働いている会社は先輩が創り

上げてくれたもの。

会社に興味を持ち、知ることから

感謝に繋がる。

相手を不快にさせない

表情・言葉・動作
誰かと共に生きることが社会。

良い関係性で仕事を進める

ためには、世の中の社会人として

「当たり前の振る舞い」を身に付け

ることが重要。

1 2 3

いくら自分が「明るく振る舞って

いる“つもり”」でも、他者からの

評価が異なれば意味がない。

相手から見える姿を整える。

第一回

第二回

第三回

第四回

第五回 人間の基本「折り合う」ということTheme

①「人財」になるまでのプロセス～小人から人物までの道のり～

②閉じた個からの脱却！チーム運営を妨げてしまう個の振る舞い

③与えられた環境の中で咲くことの重要性と考え方

【考え方】

表情・言葉で相手を喜ばせるTheme

①表情一つ公！あなたが笑顔でいるだけで、誰かの喜びをつくる

②言葉を大切に使おう！相手を敬う言葉

③こんな社員は困る！知らず知らずに和を乱す表情と言葉

愛おしさの発露Theme

①愛着は「知ること」からスタート！愛情が持てないのは単なる知識不足

②自社製品の裏側にある物語、背景を知ることで、愛着のきっかけに

③今周りにある物、環境は、誰かが創り上げてくれたものであることを知る

【表情・言葉】

相手への敬意を表す振る舞いの基本Theme

①心地よい関係性は、立ち居振る舞いから～他者と接する際の所作の基礎

②社会人として、心地よい空気感を生む日々の振る舞いを徹底実践

～話の聴き方、感謝の伝え方、物の渡し方、明るい挨拶のやり方等
【振舞い】

感謝への気づきTheme

①誰かがいて自分がいる～日々周りにあふれる感謝に気付く

②感謝の範囲を広げる～目の前にいる人の感謝 →その先にいる人への感謝

③日本人が大切にしてきた「感謝」への考え方と伝え方
【感謝】

【気づき】

佐藤芳直

登壇



【 開催日時】

第1回目(会場) ： 9月28日(月)

第2回目(ZOOM) ： 10月21日(水)

第3回目(ZOOM) ： 11月20日(金)

第4回目(ZOOM) ： 12月15日(火)

第5回目(会場) ： 1月18日(月) ※佐藤芳直登壇

￥77,000 /人(税込)

お一人様料金

￥47,300 /人(税込)

【 ご参加費用】

一名様料金

ｽｽｽｽｽ
料金

【 会場】

第1回目:銀座ユニーク 7丁目店 第5回目:AP東京丸の内

東京都中央区八重洲1-8-16 新槇町ビル

◆キャンセルポリシー◆

お申込後のキャンセルは開催日 10営業日前の17時30分までにお申し出ください。それ以降にご連絡があった

場合、ご参加費用の 50％を、 9月24日以降のキャンセルに関しましてはご参加費用の 100％をキャンセル料とし

てお支払いただきます。

※最少催行人数に到達しない場合には、中止とさせて頂く場合がございます。

その際には、開催日 2週間前までに中止の旨を連絡させていただきます。

〒980-0811
宮城県仙台市青葉区一番町1-2-25NSビル8階

TEL：022-722-2007
FAX：022-722-1770 担当：牧田・玉虫

株式会社
S・Yワークス

各会の勉強会タイムスケジュール

時間 内容

受付開始 講座開始10分前

第一講座 50分 各回のテーマに関しての講話

第二講座 60～90分 各回のテーマでのワークショップ

メイン講師紹介

株式会社S・ Yワークス
経営コンサルティング 部

人財育成トレーナー 玉虫祥子

【 取得資格】
●表千家飾物五箇条 取得
●表千家習事八箇条 取得

食品小売業のコンサルティングに携わり、販売現場の活性化や業績向上、人財育成な

ど、多くの企業を支援している。企業理念やブランドらしさを活かした「その企業らし

いおもてなし」の実現を得意とし、地域一番店から百貨店ブランドまで幅広く携わって

きた。

また、茶道や 礼儀作法をはじめ、日本人が古くから大切にしてきた心や文化を研修に取

り入れ、単なる接客スキルの習得にとどまらず、人としての在り方や心遣いを育む実践

的な研修を行っている。現場での行動変容を促し、顧客満足度の向上と組織の成長につ

ながる人財育成を支援している。

開催要項

【
開
催
日
時
】

【 ご参加費用】

【土台作り編】
9月30日(水)
10月21日(水)
11月26日(木)
12月15日(火)
１月末 社長のご登壇を相談したいです。

【成長編】
2月17日(水)
4月16日(金)
5月25日(火)
6月18日(金)
7月中旬 社長のご登壇を相談したいです。

【 会場(第1回・ 5回)】

〒980 -0811 宮城県仙台市青葉区一番町一丁目2-25 仙台NSビル8F
TEL： 022 -722 -2007 （平日 9:00 ～17:30 ） FAX： 022 -722 -1770

URL： https://syw.jp/ 担当：玉虫祥子

株式会社
Ｓ・Ｙワークス
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人財への道筋の第一歩は

「日本人らしさ」を育むこと

「人間」という字には、「人」＋「世間」という意味があると佐藤は言います。

人が世間と折り合い、社会的存在になることではじめて「人間」となります。

農耕民族である日本人は、昔から周りの人たちと良い関係性を創りながら生きて

きました。最近は、「コミュニケーションが苦手です」と話す若い人たちが増え

ているように感じます。しかし、人と心を通わせ、相手を思いやりながら関係を

築いていく力は、日本人が昔から得意としてきたことでもあります。私たち日本

人の暮らしの中には、相手を気遣う言葉や行動、おもてなしの心など、豊かなコ

ミュニケーションの文化がたくさん息づいています。

しかし今、この「日本人らしさ」が根付きにくい社会環境になっていることを感

じます。働き方改革の浸透や、SNSによる自己発信の日常化は、私たちに「個の

主張をすることこそが正しい」という誤った風潮を生みだしました。また日常的

に流れる転職サイトのCMから「私に合う環境を探すほうが善」という価値観も生

まれてきました。

しかし、その人間が真に成長し「役立つ」人間になるためには、置かれた環境の

中で、周りの仲間と折り合い、力を発揮していくことが何よりも重要なことだと

感じます。

本勉強会は、日本人らしい考え方・振る舞いを学ぶ中で、「応援され成長する

人」を目指すものです。

私たち日本人が何を大切にしてきたことを知り、今の現代社会で「役立つ人財」

になるために必要な「人財の基礎(土台)」学ぶカリキュラムを用意しました。

ぜひ組織の未来を担う若手や若手リーダーの皆様にご参加いただければと思い

ます。

本勉強会の目的

今いる組織は、先輩たちが創り上げてきた場であることを認識し、

自らの思考や行動を、組織の思考と行動に合わせ表現できる人

折り合う人間とは

「折り合う」ができていない人とはこんな人 …

●自分の主張を繰り返し、他者の意見を受け入れようとしない

●仕事中、自分の気持ちを表情や態度に出してしまい周りに気を使わせてしまう

●相手の意見ばかり受け入れて、自分の考えを発信しない

●悪気はないようだが、周りがひやひやしてしまう振る舞いが日常的に見受けられる

(メモを取らないで指示を聞く、先輩への言葉遣いがカジュアル等）

●叱られると自分の殻に閉じこもり、拗ねてしまう 等

こんな人を
育てます

「人間」という字には、「人」＋「世間」という意味があると佐藤は言います。

人が世間と折り合い、社会的存在になることではじめて「人間」となります。

なぜ「折り合う」ことが必要なのか。

それは、私たちが今生活をしているこの世の中は、与えられた環境だからです。

今働いている会社も、これまで勤めてあげた方々が創り上げて下さったもの。

だからこそ、その会社に入社をしたら、自分自身の主張や我を押し通すだけでは

なく、社会や会社の考え方に自分自身を寄せ、行動や言動を合わせていくことが

その組織の「人財」になるためのファーストSTEPになります。

しかし今、この「折り合う」という社会人として当たり前の考え方が根付きにく

い社会環境になっていることを感じます。働き方改革の浸透や、SNSによる自己

発信の日常化は、私たちに「個の主張をすることこそが正しい」という誤った風

潮を生みだしました。また日常的に流れる転職サイトのCMから「私に合う環境を

探すほうが善」という価値観も生まれてきました。

しかし、その人間が真に成長し「役立つ」人間になるために最も大事なことは、

置かれた環境で折り合いながら生きる力を持つことです。

社会人としての基礎として最も大切なことは「折り合う力」を身に付けること。

本勉強会は、この力を学んで頂くものでございます。
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